
り
■
ア
鳳
纂
癬
輔
轍
鱗
晰
酸
鑢
今
ｉ
蛾
饂
畿
戸』
鳳
」
雛
鞭
で
す

二
〇

一
一
年
五
月
、
リ
ニ
ア
計
画
が
認
め
修ヽ
れ
、
翌
年
か
場ヽ
Ｊ
Ｒ
東
海

に
よ
る
環
境
影
響
調
査
が
二
年
間
行
わ
れ
、
二
〇

一
饗
年
に
環
境
影
響

評
価
書
が
提
出
さ
れ
、
工
事
実
施
計
画
が
鍵
可
λ̈
」れ
ま
担
た
。

評
価
書
で
は
、
工
事
や
営
業
運
転
に
伴
う
沿
線
の
生
活
環
暁
や
自
然

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
減
少
な
秒
と
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊヽし
か
し
、
環
境
影
響
調

査
の
調
査
。評
価
が
性
魚
・ず
さ
ん
で
あ
り
、
地
質
。地
盤
・調
査
（参
ウ懸
」め
て

鉢
拠
亀

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
崚
阜
県
瑞
液
市

大
漱
町
で
は
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
エ
事
が
原
因
で
井
一戸
結
れ
や
、
最
大
十

セ
ン
チ
の
地
盤
沈
下
が
続
ひ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
・
町
田
市
で
駿
素
濃

度
わ
ず
か

一
％
の
最
欠
気
泡
が
民
家
敷
地
内
に
吹
き
出
し
、
愛
知
県
春

園
井
市
明
無
町
で
多
数
の
井
戸
な
ど
が
枯
れ
る
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
事
態
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
は
何
の
実
効
性
の
あ
る
対

策
を
立
て
て
い
な
い
の
で
す
。
先
日
の
国
会
審
議
で
、
瑞
液
市
の
地
下
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
が
事
前
に
先
進
坑
工
事
も
行
わ
ず
、
向
う
見
ず

に
本
ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

憧
％
の
動
趾
颯
晰
饉
馘
権
鬱

い
節
儡
甦
ほ
う
け
・甲
″
庶
蝙
餌
、

Ю
襲
Ｌ
が
保
腋
鬱
晰
灘
隆
瘍
は
な
罐
ギ
ず

沿
線
か
ら
離
れ
て
い
る
原
告
に
は
リ
ニ
ア
エ
事
の
影
響
は
な
い
、
沿
線

上
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
原
告
も
買
転
の
話
が
あ
っ
て
か
ら
争
え
ば
い

い
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
東
京
高
裁
は
多
く
の
原
告
の
適
格
を
排
除
し
ま

し
た
。
国
策
事
業
で
も
あ
り
、
今
や
十
兆
五
十
億
餌
中に
膨
れ
上
が
っ
た
巨

人
事
業
に
対
し
国
民
誰
れ
に
も
、
裁
判
で
異
議
を
誘
え
る
権
利
と
資
格

が
お
り
ま
す
。
リ
エ
ア
中
間
駅
周
辺
で
は
住
民
に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ

る
買
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
所
有
者
に
対
し
簾

一
に
原
告
適
格

を
鑢
め
る
の
は
当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

申
間
調
『決
は
誤
っ
て
い
ま
す
。
最
高
裁
判
事
の
音
さ
ん
、
職
員
の
管
さ

ん
、
山
‘闇
判
決
に
つ
い
て
十
分
に
審
査
さ
れ
、
東
京
一凸
我
に
差
し
戻
す
な

ど
の
判
断
を
下
さ
れ
る
よ
う
要
議
し
ま
す
。

二
〇
二
ユ
手
を
周
二
四
園

卜
褥
彎
写
磯
勒
贔
仄
ξ
馘
饂
尿
膊
爾

ｏ
薇
畿
爾
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雫

一̈
ず
文
鑢
鰊
熙
餡
瑕
蝙
麒
は
今
、
は
雉
ｍ
幅
嶽』
鬱
鮨
‥げ
ず

一一
〇

一
大
年
五
漏
、
り
一一ア
新
幹
線
工
事
実
施
計
画
の
熱
電
取
り
消

れ
を
求
め
て
、
そ
百
人
余
り
が
東
京
地
裁
に
訴
え
た
「ス
ト
ッ
プ
。ジ
一一

プ
ー
訴
訟
」
は
間
も
な
く
九
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

途
中
、
東
京
地
裁
は
、
二
百
三
十
名
を
超

えゝ
る
原
告
Ｌ
「
原
告
に
く
ぐ

ゎ
奮
ひ
」
と
し
て
「
原
告
轟
絡
」
を
黒
め
な
い
と
す
る
中
間
蠅
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。
原
告
側
は
直
ち
に
東
京
轟
裁
に
上
議
（
控
訴
）
し
、
東
京
轟

裁
は

一
昨
年
七
月
の
判
決
で
、
一
審
で
認
め
な
か
っ
た
二
十
六
属
の
原
告

適
機
の
再
審
理
を
地
裁
で
行
う
判
断
を
一不
し
ま
し
た
。
し
か
し

一
二
〇

基
余
り
の
原
告
の
地
格
は
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
も
多
数
の
原
告
麺

格
を
認
め
な
か
っ
た
こ
の
高
裁
割
決
を
不
服
と
―
して
、
私
た
ち
は
最
高
裁

に
よ
告
し
ま
し
た
。

鶉

神鞭
写
“́飩
鸞
範
六
掏
鐘
雉
量
添
鈴
豊
会
や
颯
颯
躁
晰
憲

麒
え
は
原
舎
蝸
卜
纏
審
又
鰈
鋏

碧
颯
鶯
誤
憔
ヾ
寧

地
裁
の
中
・ド
判
決
は
リ
ニ
ア
の
環
境
ア
セ
ス
の
ず
さ
ん
さ
や
リ
ニ
ア
の
書

全
性
を
危
惧
す
る
原
告
を

一
方
的
に
排
除
す
る
も
の
で
、
高
裁
も
基
本

的
に
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
七
年
に
品
川
・基
古
屋
間
で
開
業
す
る
計
画
だ
っ
た
リ
ニ
ア
新

幹
線
は
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
て
ひ
ま
す
。
建
設
・営
業
主
体
の
Ｊ
Ｒ
東
海

自
身
減
少
な
く
と
も
開
業
は
二
〇
二
四
年
以
降
に
な
る
と
し
て
い
ま
す

が
褐
沿
線
で
は
地
下
水
の
撻
渇
や
地
盤
沈
下
、
峻
久
と興
泡
の
発
生
な
ど
の

被
費
口が
起
き
て
お
り
、
中
間
駅
や
車
両
基
地
建
設
も
工
事
の
遅
滞
が
相

久
轡
で
お
り
、
開
業
が
十
年
以
上
遅
れ
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

私
た
ち
は
、
国
交
大
臣
の
リ
ニ
ア
エ
事
認
可
が
杜
撰
な
環
境
影
響
調

査
を
基
に
し
た
評
価
書
を
九
呑
み
に
し
て
行
為
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

最
高
裁
の
判
事
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
管
さ
ん
、
ユ
事
実
施
後
に
起
き
た

事
態
を
重
く
見
て
、
や
聞
判
決
を
見
直
さ
れ
、
舎
ェ
な
判
断
を
示
さ
れ

る
よ
う
要
諸
し
ま
す
。

二
〇
二
二
年
を
周
一一
四
國

翼
翔
彎
罐
撥
塀
攣秒呻
夢
諫
鶉
爾
無
爾

鶴
饒
鰈
ｙ
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